
(57)【要約】

【課題】排水処理装置の曝気量を厳密に制御する必要が

なく、染色排水のような好気性微生物の処理に不足する

栄養分を被処理水中に添加せずに生物処理ができる。

【解決手段】被処理水はＢＯＤが１０００～２０００pp

m、Ｔ－Ｎが３～１０ppm、Ｔ－Ｐが１～１０ppmで、反

応槽４と、沈澱槽11とを備え、反応槽４には発泡体を担

体として投入するとともに底部に散気装置５を配設する

。沈澱槽11は反応槽４からの排水を上澄み水と沈澱物と

に分離し、沈殿槽11の汚泥を返送ポンプで反応槽４に返

送する。担体７の平均粒径は１０～１５mm、浸水時の比

重が０．９５～１．００であり、反応槽４に対する充填

率は２０～２５％である。担体７は、表面から中心に向

って略約１mmの範囲は好気性微生物が繁殖する好気ゾー

ンで、好気ゾーンよりも内部では嫌気性微生物が増殖す

る通性嫌気ゾーンとなり、中心から半径２．５mmの領域

では嫌気性微生物のみの絶対嫌気ゾーンとなっている。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 Ｂ Ｏ Ｄ が １ ０ ０ ０ ～ ２ ０ ０ ０ ppm、 Ｔ － Ｎ が ３ ～ １ ０ ppm、 Ｔ － Ｐ が １ ～ １ ０ ppmで あ る
染 色 排 水 な ど の 排 水 処 理 装 置 で あ っ て 、
　 発 泡 体 を 担 体 と し て 投 入 し か つ 底 部 に 散 気 装 置 を 配 設 し た 反 応 槽 と 、
　 こ の 反 応 槽 か ら の 被 処 理 水 を 上 澄 み 水 と 沈 澱 物 と に 分 離 す る 沈 澱 槽 と 、
　 こ の 沈 殿 槽 の 汚 泥 を 前 記 反 応 槽 に 返 送 す る 返 送 ポ ン プ と
を 備 え 、
　 前 記 担 体 の 平 均 粒 径 が １ ０ ～ １ ５ mm、 浸 水 時 の 比 重 が ０ ． ９ ５ ～ １ ． ０ ０ で あ り 、 前 記
反 応 槽 に 対 す る 充 填 率 が ２ ０ ～ ２ ５ ％ で あ る
　 こ と を 特 徴 と す る 染 色 排 水 な ど の 排 水 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 反 応 槽 と 沈 澱 槽 と の 間 に 底 部 に 散 気 装 置 を 配 設 し た 曝 気 槽 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ 記 載 の 染 色 排 水 な ど の 排 水 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 散 気 装 置 を 連 続 運 転 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 染 色 排 水 な ど の 排 水
処 理 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 排 水 中 の 栄 養 分 が 偏 っ た 染 色 排 水 と い わ れ る 染 料 排 水 や 精 練 排 水 な ど の 排 水
処 理 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の 排 水 処 理 装 置 は 、 活 性 汚 泥 法 に 代 表 さ れ る 好 気 性 生 物 処 理 法 が 一 般 に 利 用 さ れ て
い る が 、 こ の 好 気 性 生 物 処 理 法 で は 、 好 気 性 微 生 物 が 増 殖 す る た め に 窒 素 や リ ン な ど の 栄
養 分 を 充 分 に 摂 取 す る 必 要 が あ り 、 こ の 栄 養 源 が 滞 る と 十 分 な 生 物 処 理 が で き な い 問 題 が
あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 そ こ で 、 染 色 排 水 な ど の 排 水 中 に 好 気 性 微 生 物 が 増 殖 す る た め の 窒 素 や リ ン な ど の 栄 養
分 が 少 な い 排 水 の 処 理 に は 、 排 水 中 に 窒 素 や リ ン な ど の 栄 養 分 を 添 加 す る 方 法 が 一 般 に 採
ら れ て い た が 、 こ の よ う な 方 法 で は 、 薬 剤 の 添 加 に 要 す る 費 用 が 負 担 と な る 問 題 が あ っ た
。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 一 方 、 排 水 処 理 に お い て 、 嫌 気 性 微 生 物 に よ る 分 解 作 用 に よ り 、 排 水 中 の 有 機 物 を 消 化
し て 、 好 気 性 微 生 物 の 栄 養 源 と な る 窒 素 や リ ン な ど を 取 り 出 す こ と が 可 能 で あ る こ と が 知
ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の こ と か ら 、 本 発 明 者 は 嫌 気 性 微 生 物 を 用 い て 嫌 気 性 微 生 物 に よ る 分 解 作 用 よ り 窒 素
や リ ン を 取 り 出 し て 好 気 性 微 生 物 の 消 化 作 用 に 必 要 な 栄 養 剤 を 排 水 中 に 添 加 す る こ と な く
、 好 気 性 微 生 物 に 必 要 な 窒 素 や リ ン な ど の 栄 養 分 が 少 な い 排 水 の 処 理 を す る こ と が 経 済 的
で あ る こ と に 着 目 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し な が ら 、 従 来 知 ら れ て い る 嫌 気 性 微 生 物 に よ る 排 水 処 理 は 、 硝 化 ・ 脱 窒 の 効 率 化
を 図 る こ と を 重 点 目 的 と し 、 好 気 性 微 生 物 の 栄 養 源 を 確 保 す る と い う 技 術 的 思 想 は 一 般 的
で は な く 、 充 分 な 研 究 が さ れ て い な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 好 気 槽 の 前 段 に 嫌 気 槽 を 設 置 し 、 好 気 槽 の 余 剰 汚 泥 を 嫌 気 槽 に 返 送 し て 循 環 す る
排 水 シ ス テ ム は 従 来 か ら 知 ら れ て い る が 、 こ の シ ス テ ム で は 好 気 性 微 生 物 処 理 槽 と 嫌 気 性
微 生 物 処 理 槽 と が 分 か れ て い る の で 、 好 気 性 微 生 物 処 理 槽 と 嫌 気 性 微 生 物 処 理 槽 と を そ れ
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ぞ れ の 最 適 な 状 態 に 設 定 で き る が 、 装 置 ス ペ ー ス が 大 き く な る 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 設 置 ス ペ ー ス を 抑 え る た め に 、 好 気 性 微 生 物 処 理 槽 と 嫌 気 性 微 生 物 処 理 と を 単 一
槽 に て 構 成 し 、 曝 気 量 を 制 御 す る こ と に よ り 単 一 槽 内 で 好 気 性 微 生 物 処 理 と 嫌 気 性 微 生 物
処 理 を 行 う 方 法 が 知 ら れ て い る （ 特 許 文 献 １ 及 び ２ ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ １ － １ ６ ５ １ ９ ０ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － ４ １ ９ ８ １ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 解 決 し よ う と す る 問 題 点 は 、 上 記 単 一 槽 内 で 好 気 性 微 生 物 処 理 と 嫌 気 性 微 生 物 処 理 を 行
う 方 法 で は 、 槽 内 の 環 境 を 好 気 性 雰 囲 気 と 嫌 気 性 雰 囲 気 と に 交 互 に 変 化 さ せ る よ う に し て
い る が 、 こ の 方 法 で は 、 曝 気 量 を 過 不 足 な く 制 御 す る た め の 装 置 が 必 要 と な る た め に 装 置
が 複 雑 と な る 問 題 や 、 単 一 槽 で 曝 気 量 を 変 化 さ せ る の で 微 生 物 の 生 息 条 件 が 不 安 定 に な る
と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 さ ら に 、 上 記 単 一 槽 内 で 好 気 性 微 生 物 処 理 と 嫌 気 性 微 生 物 処 理 を 行 う 方 法 で は 、 染 色 排
水 の よ う に 栄 養 分 の 偏 っ た 排 水 の 処 理 、 す な わ ち 、 窒 素 や リ ン に 比 べ て 高 い Ｂ Ｏ Ｄ 濃 度 の
排 水 の 処 理 に つ い て は 、 そ の 好 適 な 運 転 条 件 は 解 明 さ れ て お ら ず 、 ま た 、 好 気 性 微 生 物 と
嫌 気 性 微 生 物 の バ ラ ン ス を 制 御 す る こ と が 困 難 で あ っ た 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 者 は 上 記 問 題 点 に 鑑 み 、 さ ま ざ ま な 条 件 で 実 験 を 繰 り 返 し 行 い 染 色 排 水 な ど の よ
う な 栄 養 分 の 偏 っ た 排 水 を 生 物 処 理 す る の に 好 適 な 運 転 条 件 を 見 出 し た も の で 、 本 発 明 は
排 水 処 理 槽 の 曝 気 量 を 厳 密 に 制 御 す る こ と な く 、 染 色 排 水 の よ う な 好 気 性 微 生 物 に 不 足 す
る 栄 養 分 を 被 排 水 中 に 添 加 す る こ と な く 生 物 処 理 が で き る 染 色 排 水 な ど の 排 水 処 理 装 置 を
提 供 す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 染 色 排 水 な ど の 排 水 処 理 装 置 は 、 Ｂ Ｏ Ｄ が １ ０ ０ ０ ～ ２ ０ ０ ０ ppm、 Ｔ － Ｎ が
３ ～ １ ０ ppm、 Ｔ － Ｐ が １ ～ １ ０ ppmで あ る 染 色 排 水 な ど の 排 水 処 理 装 置 で あ っ て 、 発 泡 体
を 担 体 と し て 投 入 し か つ 底 部 に 散 気 装 置 を 配 設 し た 反 応 槽 と 、 こ の 反 応 槽 か ら の 被 処 理 水
を 上 澄 み 水 と 沈 澱 物 と に 分 離 さ せ る 沈 澱 槽 と 、 こ の 沈 殿 槽 の 汚 泥 を 前 記 反 応 槽 に 返 送 す る
返 送 ポ ン プ と を 備 え て お り 、 前 記 担 体 の 平 均 粒 径 が １ ０ ～ １ ５ mm、 浸 水 時 の 比 重 が ０ ． ９
５ ～ １ ． ０ ０ で あ り 、 前 記 反 応 槽 に 対 す る 充 填 率 が ２ ０ ～ ２ ５ ％ で あ る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 そ し て 、 染 色 排 水 な ど の 被 処 理 水 が 流 入 さ れ る 反 応 槽 に お い て 、 散 気 装 置 か ら の 散 気 に
よ り 被 処 理 水 は 曝 気 さ れ る と と も に 攪 拌 さ れ 、 平 均 粒 径 が １ ０ ～ １ ５ mmの 担 体 は 、 こ の 担
体 の 表 面 か ら 中 心 に 向 っ て 略 約 １ mmの 一 定 の 範 囲 で 好 気 性 微 生 物 が 繁 殖 す る 好 気 ゾ ー ン と
な り 、 被 処 理 水 は 好 気 性 微 生 物 に よ り Ｂ Ｏ Ｄ の 除 去 作 用 を 行 い 、 好 気 ゾ ー ン よ り も 内 部 で
は 徐 々 に 嫌 気 性 微 生 物 が 増 殖 す る 通 性 嫌 気 ゾ ー ン と な り 、 中 心 か ら 半 径 ２ ． ５ mmの 略 一 定
領 域 で は 嫌 気 性 微 生 物 の み で 好 気 性 微 生 物 が 存 在 し な い 絶 対 嫌 気 ゾ ー ン と な り 、 被 処 理 水
は 嫌 気 性 微 生 物 に よ り 有 機 物 の 分 解 作 用 が 行 わ れ る 。 ま た 、 沈 殿 槽 で 分 離 さ れ た 汚 泥 は 反
応 槽 に 返 送 さ れ 、 窒 素 や リ ン の 栄 養 分 の 少 な い 染 色 排 水 な ど の 被 処 理 水 に 対 し て 反 応 槽 か
ら の 汚 泥 に よ り 窒 素 や リ ン の 栄 養 分 が 補 給 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 染 色 排 水 な ど の 排 水 処 理 装 置 は 、 反 応 槽 と 沈 澱 槽 と の 間 に 底 部 に 散 気 装
置 を 配 設 し た 曝 気 槽 を 設 け た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 そ し て 、 反 応 槽 に て 処 理 さ れ た 被 処 理 水 は 、 さ ら に 曝 気 槽 に て 散 気 装 置 に よ り 曝 気 処 理
さ れ る 。
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【 ０ ０ １ ６ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 の 染 色 排 水 な ど の 排 水 処 理 装 置 は 、 散 気 装 置 を 連 続 運 転 す る も の で あ る
。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 そ し て 、 反 応 槽 の 散 気 装 置 、 及 び 、 曝 気 槽 を 備 え て い る と き は 曝 気 槽 の 散 気 装 置 は 運 転
を 断 続 す る こ と な く 連 続 的 に 運 転 し て 、 被 処 理 水 を 連 続 的 に 曝 気 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 は 、 Ｂ Ｏ Ｄ が 窒 素 、 リ ン に 比 較 し て か な り 高 濃 度 で 、 微 生 物 処 理 す る に は 偏 っ た
栄 養 バ ラ ン ス の 染 色 排 水 な ど の 被 処 理 水 に 対 し て 栄 養 剤 を 添 加 す る こ と な く 、 生 物 処 理 が
可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 反 応 槽 の み の 排 水 処 理 で は 、 放 流 基 準 な ど の 問 題 に よ り Ｂ Ｏ Ｄ を さ ら に 低 減 さ せ
る 必 要 が あ る 場 合 に は 、 反 応 槽 に て 処 理 さ れ た 被 処 理 水 を 、 さ ら に 曝 気 槽 に て 散 気 装 置 に
よ り 曝 気 処 理 す る こ と に よ り 、 容 易 に Ｂ Ｏ Ｄ を 低 減 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 さ ら に 、 曝 気 量 を 精 密 に 制 御 す る 必 要 が な く 、 散 気 装 置 を 連 続 運 転 で き 、 装 置 を 複 雑 に
す る こ と な く 、 精 密 な 制 御 装 置 も 必 要 が な い 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 の 染 色 排 水 な ど の 排 水 処 理 装 置 の 一 実 施 の 形 態 を 図 面 に 基 い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 １ に お い て 、 被 処 理 水 が 流 入 し て 貯 留 さ れ る 調 整 槽 １ に は 排 出 ポ ン プ ２ が 設 け ら れ て
い る 。 こ の 調 整 槽 １ に 貯 留 さ れ た 被 処 理 水 ３ は 前 記 排 出 ポ ン プ ２ に て 調 整 槽 １ に 隣 設 し た
反 応 槽 ４ に 移 送 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ の 反 応 槽 ４ は 、 底 部 に は 散 気 装 置 ５ を 配 設 し て お り 、 こ の 散 気 装 置 ５ に は 送 風 機 ６ が
接 続 さ れ て い る 。 さ ら に 、 こ の 反 応 槽 ４ に は ポ リ ウ レ タ ン を 主 成 分 と し て 形 成 し た 発 泡 体
が 担 体 ７ と し て 投 入 さ れ て い る 。 こ の 担 体 ７ は 、 球 体 形 状 が 好 ま し い が 、 球 体 形 状 に 近 い
立 方 体 形 状 で も よ く 、 裁 断 加 工 し 易 い 形 状 で も よ い 。 そ し て 、 こ の 担 体 ７ は 平 均 粒 径 が １
０ ～ １ ５ mm、 浸 水 時 の 比 重 が ０ ． ９ ５ ～ １ ． ０ ０ で あ り 、 前 記 反 応 槽 ４ に 対 す る 充 填 率 が
２ ０ ～ ２ ５ ％ と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ の 反 応 槽 ４ の 上 部 か ら 越 流 し た 被 処 理 水 は こ の 反 応 槽 ４ に 隣 設 し た 曝 気 槽 ８ に 流 入 さ
れ る 。 こ の 曝 気 槽 ８ に は 底 部 に 散 気 装 置 ９ を 配 設 し て お り 、 こ の 散 気 装 置 ９ に は 送 風 機 10
が 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 さ ら に 、 こ の 曝 気 槽 ８ の 上 部 か ら 越 流 し た 被 処 理 水 は こ の 曝 気 槽 ８ に 隣 設 し た 沈 澱 槽 11
に 流 入 さ れ る 。 こ の 沈 殿 槽 11に は 、 底 部 に 電 動 機 12に て 駆 動 さ れ る 攪 拌 翼 13が 設 け ら れ て
い る 。 さ ら に 、 こ の 沈 殿 槽 11の 底 部 に は 汚 泥 を 前 記 反 応 槽 ４ に 返 送 す る 排 出 口 14が 設 け ら
れ 、 こ の 排 出 口 14に は 前 記 反 応 槽 ４ の 上 部 に 開 口 し た 汚 泥 移 送 管 15が 接 続 さ れ て い る 。 ま
た 、 こ の 汚 泥 移 送 管 15の 中 間 部 に は 返 送 ポ ン プ 16が 接 続 さ れ 、 こ の 返 送 ポ ン プ 16の 駆 動 に
よ り 沈 殿 槽 11に 沈 澱 し た 汚 泥 は 前 記 反 応 槽 ４ に 返 送 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 次 に 、 こ の 実 施 の 形 態 の 作 用 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 一 般 に 生 物 処 理 の 理 想 と さ れ る 栄 養 バ ラ ン ス は 、 Ｂ Ｏ Ｄ : Ｔ － Ｎ : Ｔ － Ｐ が １ ０ ０ :５ :
１ と さ れ て い る が 、 こ の 発 明 の 処 理 を し よ う と す る 被 処 理 水 の 栄 養 バ ラ ン ス は Ｂ Ｏ Ｄ ２ ０
０ ０ ppm、 Ｔ － Ｎ が ３ ～ １ ０ ppm、 Ｔ － Ｐ が １ ～ １ ０ ppmで あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
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　 調 整 槽 １ に は Ｂ Ｏ Ｄ が １ ０ ０ ０ ～ ２ ０ ０ ０ ppm、 Ｔ － Ｎ が ３ ～ １ ０ ppm、 Ｔ － Ｐ が １ ～ １
０ ppmで 、 Ｂ Ｏ Ｄ : Ｔ － Ｎ : Ｔ － Ｐ は １ ０ ０ :０ ． １ ５ ～ １ :０ ． ０ ５ ～ １ の 染 料 排 水 、 精
練 排 水 の よ う な 染 色 排 水 な ど の 被 処 理 水 ３ が 貯 留 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 そ し て 、 排 出 ポ ン プ ２ の 駆 動 で 、 調 整 槽 １ に 貯 留 さ れ て い る 被 処 理 水 ３ は 反 応 槽 ４ に 移
送 さ れ る 。 こ の 反 応 槽 ４ で は 連 続 運 転 す る 散 気 装 置 ５ か ら の 散 気 に よ り 被 処 理 水 ３ は 曝 気
さ れ る と と も に 被 処 理 水 ３ は 攪 拌 さ れ る 。 こ の 被 処 理 水 ３ の 攪 拌 に よ り 被 処 理 水 ３ は 循 環
旋 回 さ れ 、 或 い は 、 全 面 曝 気 方 式 で 曝 気 さ れ 、 ポ リ ウ レ タ ン に て 形 成 し た 担 体 ７ は 互 い に
衝 突 し て も み 洗 い 効 果 に よ り 、 こ の 担 体 ７ に 過 剰 な 汚 泥 、 油 膜 な ど が 付 着 す る こ と が 防 止
さ れ る と と も に 、 こ の 担 体 ７ の 内 部 の ガ ス 抜 き 作 用 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 そ し て 、 こ の 排 水 処 理 装 置 が 安 定 し て 運 転 さ れ て い る 状 態 で は 、 平 均 粒 径 が １ ０ ～ １ ５
mmの 担 体 ７ は 、 こ の 担 体 ７ の 表 面 か ら 中 心 に 向 っ て 略 約 １ mmの 一 定 の 範 囲 で 好 気 性 微 生 物
が 繁 殖 す る 好 気 ゾ ー ン と な り 、 被 処 理 水 は 好 気 性 微 生 物 に よ り Ｂ Ｏ Ｄ の 除 去 作 用 を 行 い 、
好 気 ゾ ー ン よ り も 内 部 で は 徐 々 に 嫌 気 性 微 生 物 が 増 殖 す る 通 性 嫌 気 ゾ ー ン と な り 、 中 心 か
ら 半 径 ２ ． ５ mmの 略 一 定 領 域 で は 嫌 気 性 微 生 物 の み で 好 気 性 微 生 物 が 存 在 し な い 絶 対 嫌 気
ゾ ー ン と な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 被 処 理 水 に 含 ま れ る 有 機 物 は 、 担 体 ７ の 好 気 ゾ ー ン で 好 気 性 微 生 物 に よ り 分 解 さ れ 、 絶
対 嫌 気 ゾ ー ン 及 び 通 性 嫌 気 ゾ ー ン に て 嫌 気 性 微 生 物 に よ り 分 解 作 用 が 行 わ れ る 。 ま た 、 沈
殿 槽 11で 上 澄 み 液 と 分 離 さ れ た 汚 泥 の 沈 澱 物 17は 反 応 槽 ４ に 返 送 ポ ン プ 16に て 返 送 さ れ 、
こ の 汚 泥 に 含 ま れ る 嫌 気 性 微 生 物 に て 有 機 物 を 消 化 し て 生 じ た 窒 素 、 リ ン な ど が 反 応 槽 ４
に 供 給 さ れ る た め 、 窒 素 、 リ ン な ど が 好 気 性 微 生 物 の 栄 養 素 と な り 、 好 気 性 微 生 物 に よ っ
て 染 色 排 水 な ど の 被 処 理 水 が 消 化 分 解 さ れ る の で 、 窒 素 や リ ン の 栄 養 分 の 少 な い 染 色 排 水
な ど の 被 処 理 水 に 対 し て 窒 素 や リ ン の 栄 養 分 を 添 加 す る 必 要 が な い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 な お 、 前 記 担 体 ７ の 平 均 粒 径 を １ ０ ～ １ ５ mmと し た が 、 こ の 担 体 ７ の 粒 径 が １ ０ mmよ り
小 径 に な る と 、 好 気 ゾ ー ン の 割 合 が 増 加 し て Ｂ Ｏ Ｄ の 除 去 に は 有 効 で あ る が 、 嫌 気 性 微 生
物 に 対 す る 栄 養 素 の 割 合 が 減 少 し 、 余 剰 汚 泥 発 生 量 が 増 加 す る こ と に な り 、 余 剰 汚 泥 の 処
理 費 用 が 嵩 む 問 題 が あ り 、 こ の 担 体 ７ の 粒 径 が １ ５ mmよ り 大 径 に な る と 、 嫌 気 性 微 生 物 に
よ る 消 化 作 用 に よ る 有 機 物 か ら 発 生 す る ガ ス が 担 体 ７ か ら 抜 け き れ ず 、 担 体 ７ が 浮 遊 し て
攪 拌 に よ る 流 動 障 害 が 生 じ る お そ れ が あ る の で 、 担 体 ７ の 平 均 粒 径 は １ ０ ～ １ ５ mmが 最 適
で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 、 前 記 担 体 ７ は 浸 水 時 の 比 重 を ０ ． ９ ５ ～ １ ． ０ ０ と し た が 、 こ の 担 体 ７ は 、 排 水
処 理 装 置 が 安 定 し て 運 転 さ れ て い る 状 態 で の 比 重 、 す な わ ち 、 被 処 理 水 ３ に 浸 漬 し た 担 体
７ に 微 生 物 が 付 着 し て い る 比 重 は １ ． ０ ２ ～ １ ． ０ ５ と な り 、 散 気 装 置 ５ に よ り 担 体 ７ は
攪 拌 流 動 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 さ ら に 、 反 応 槽 ４ に て 生 物 処 理 さ れ た 被 処 理 水 ３ は 、 反 応 槽 ４ の 上 部 か ら 越 流 し て 曝 気
槽 ８ に 流 入 し 、 こ の 曝 気 槽 ８ の 散 気 装 置 ９ に て 曝 気 さ れ 、 放 流 基 準 に 対 応 す る よ う に 被 処
理 水 ３ の Ｂ Ｏ Ｄ は 低 減 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 そ し て 、 曝 気 槽 ８ に て 曝 気 処 理 さ れ た 被 処 理 水 ３ は 、 曝 気 槽 ８ の 上 部 か ら 越 流 し て 沈 澱
槽 11に 流 入 し 、 こ の 沈 殿 槽 11に て 被 処 理 水 ３ は 上 澄 み 液 と 汚 泥 の 沈 澱 物 17と に 分 離 さ れ る
。 こ の 沈 殿 槽 11の 底 部 に 設 け た 攪 拌 翼 13が 電 動 機 12に て 間 欠 的 に 駆 動 さ れ る こ と に よ り 、
こ の 沈 殿 槽 11に お け る 上 澄 み 液 と 汚 泥 の 沈 澱 物 17と に 分 離 が 促 進 さ れ る 。 底 部 に 沈 澱 し た
沈 殿 物 17は 、 こ の 沈 殿 槽 11の 底 部 の 排 出 口 14に 開 口 し た 汚 泥 移 送 管 15か ら 返 送 ポ ン プ 16の
駆 動 に よ り 前 記 反 応 槽 ４ に 返 送 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
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　 な お 、 前 記 実 施 の 形 態 で は 、 反 応 槽 ４ と 沈 澱 槽 11と の 間 に 散 気 装 置 ９ を 配 設 し た 曝 気 槽
８ を 設 け た 構 成 と し た が 、 反 応 槽 ４ に て 処 理 さ れ た 被 処 理 水 の Ｂ Ｏ Ｄ が 低 減 さ れ て 放 流 基
準 に 適 合 し て い る と き な ど の 場 合 に は 、 必 ず し も 曝 気 槽 ８ は 設 置 す る 必 要 は な い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 な お 、 既 存 排 水 処 理 施 設 の 反 応 槽 に 、 担 体 を 平 均 粒 径 を １ ０ ～ １ ５ mm、 浸 水 時 の 比 重 を
０ ． ９ ５ ～ １ ． ０ ０ と し 、 反 応 槽 ４ に 対 す る 充 填 率 を ２ ０ ～ ２ ５ ％ の 条 件 で 投 入 す る こ と
に よ り 、 新 た に 反 応 槽 を 増 設 す る こ と な く 、 既 存 の 反 応 槽 の ま ま で 排 水 負 荷 量 を 増 大 す る
こ と が で き る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 本 発 明 の 装 置 の 一 実 施 例 は 、 図 １ に 示 す 調 整 槽 １ 、 反 応 槽 ４ 、 曝 気 槽 ８ 及 び 沈 殿 槽 11を
有 し 、 こ の 反 応 槽 ４ に は ポ リ ウ レ タ ン を 主 成 分 と す る １ ０ mmの 立 方 体 形 状 の 担 体 ７ が 投 入
さ れ 、 こ の 調 整 槽 １ 、 反 応 槽 ４ 、 曝 気 槽 ８ 及 び 沈 殿 槽 11の 容 量 と 、 設 定 条 件 は 次 の と お り
で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 被 処 理 水 の 原 水 流 入 量 は １ ． ６ ｍ ３ ／ 日 、 調 整 槽 １ は １ ０ ０ ０ ｌ 、 反 応 槽 ４ は ５ ０ ０ ｌ
、 曝 気 槽 ８ は ５ ０ ０ ｌ 及 び 沈 殿 槽 11は ２ ０ ０ ｌ で 、 ま た 、 前 記 反 応 槽 ４ の 曝 気 量 は １ ３ ０
ｌ ／ minの 連 続 運 転 で 、 曝 気 槽 ８ の 曝 気 量 は ７ ０ ｌ ／ minで あ り 、 さ ら に 、 沈 殿 槽 11か ら 反
応 槽 ４ に 返 送 さ れ る 汚 泥 沈 殿 物 の 返 送 量 は 原 水 の ５ ０ ～ ６ ０ ％ 程 度 で 、 ポ リ ウ レ タ ン 製 の
担 体 ７ は １ ０ mm角 の 立 方 体 で 、 浸 水 時 の 比 重 を ０ ． ９ ５ ～ １ ． ０ ０ で か つ 反 応 槽 ４ に 対 す
る 充 填 率 は ２ ５ ％ と し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 こ の 染 色 排 水 な ど の 排 水 処 理 装 置 に て 実 験 し た 結 果 は 表 １ に 示 す と お り で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 こ の 表 １ に 示 す 実 験 結 果 で は 、 反 応 槽 ４ の Ｂ Ｏ Ｄ 負 荷 負 荷 は ３ ． ２ ～ ６ ． ４ kg／ m 3 ・ 日
で 、 Ｂ Ｏ Ｄ は 大 幅 に 低 減 さ れ 、 放 流 可 能 な 水 質 で 安 定 し て い る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ３ 】
【 図 １ 】 染 色 排 水 な ど の 排 水 処 理 装 置 の 説 明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 ３ 　 　 被 処 理 水
　 ４ 　 　 反 応 槽
　 ５ 　 　 散 気 装 置
　 ７ 　 　 担 体
　 ８ 　 　 曝 気 槽
　 ９ 　 　 散 気 装 置
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　 11　 　 沈 澱 槽
　 16　 　 返 送 ポ ン プ

【 図 １ 】
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